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(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」 ⇔ 【授業の達成目標】
経法20ｶﾘ

現代社会が抱える課題に対して，社会科学の専門性を軸足とす 確率論の基礎的理論を理解でき，社会科学現象を解明できるこ
る解決方法を提案し，自然科学と協働しながら課題解決に導く と．
力を身につける。

⇔

経法23ｶﾘ（2026改）･応用経済, 経法23ｶﾘ･応用経済

専門知識を応用・実践する力として，計量的分析手法によるデ 確率論の基礎的理論を理解でき，社会科学現象を解明できるこ
ータ解析を用いたリスクの定量的評価，実験経済学による社会 と．
制度の機能の検証，医療や福祉の現場における社会調査の手法
を実践した地域の問題発掘，法の経済分析を通じた法制度の効
果・影響の検証，などのスキルを習得し，経済の実情に即した
政策提言，あるいは企業行動の決定を行うことができる能力を
身につける。

⇔

【2020年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門領域での基礎知識として，経 確率論の基礎的理論を理解でき，社会科学現象を解明できるこ
済学に基づく論理的思考法及び統計的分析手法を身につける。 と．
そして，経済理論の応用分野として，金融，公共政策，法や制
度の経済分析をテーマとする3 つの専門コースで，専門知識を
具体的な問題解決に実践する力を身につける。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 この授業では，初めに，初等確率モデルで記述される具体例の紹介を通じて，確率空間の概念を導入し
ます。次に，確率変数，確率分布の概念を解説し，その基本量として，期待値，分散，標準偏差などを
説明します。さらに，その応用として，確率変数列の収束に関する話題を紹介します。最後に，独立同
分布な確率変数列についての基本定理である大数の法則と中心極限定理を紹介します。

(5)授業計画 第１回：初等確率モデル
第２回：確率空間の定義
第３回：確率の性質
第４回：確率変数
第５回：確率分布関数の諸性質
第６回：期待値と分散
第７回：多次元確率変数
第８回：確率変数の独立性
第９回：条件付確率分布
第10回：確率変数列の法則収束
第11回：確率変数列の確率収束
第12回：確率変数列の2平均収束
第13回：大数の法則
第14回：中心極限定理
第15回：まとめおよび授業アンケート

(6)成績評価の方
法

試験の成績（８割程度），レポート（２割程度，ほぼ毎週あり）により総合的判断し，成績を付けます。
100点満点で90点以上を秀、80点以上を優、70点以上を良、60点以上を可とする．

(7)成績評価の基
準

授業で示した例題と同レベルの問題が解ければ「水準にある」，応用問題が解ければ「やや上にある」
，やや難しい応用問題が解ければ「かなり上にある」，例題からは難しい応用問題が解ければ「卓越し
ている」．

(8)事前事後学習
の内容

授業内容を毎回復習してから授業に臨むこと．

(9)履修上の注意 基本的な微分積分学と高校レベルの確率の概念について既知とする．
授業計画は（４）の通りであるが、状況に応じて多少の前後や変更はあるかも知れない。
また，微分積分学を受講しているのが必要である．

(10)質問,相談へ
の対応

講義後または，研究室にて随時対応する．

【教科書】 特に指定しない。

【参考書】 舟木直久　著：確率論，朝倉書店
尾畑 伸明 著：数理統計学の基礎，共立出版 
笠原 勇二 著：明解確率論入門, 数学書房 


